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BNL での活動
• ROC の slow control 用 TLK チップの交換（糠塚）

• ラダーテスト（糠塚、下村）

• Felix による 2 ROCs オペレーション（下村）

• ROC FPGA の書き換え（蜂谷）

• Felix システムによるキャリブレーション測定の安定性評価（糠塚）

• ExpertGUI のテスト（今井、糠塚）

• IR の電源ラックの動作テスト（下村、糠塚）



ROC の slow control 用 TLK チップ交換
方針：チップ交換で改善しそうな ROC を優先して渡す。 
　　　すでにバレルに組み込んで問題なく動いたものは後回し。


• 2023/01/09 朝：以下の ROC を Joe に渡した

• NW2: East barrel, South side, いくつかのポートでデータが取れていないが 7 ラダー同時運転ができた

• SE0: East barrel, South side, 7 ラダー同時運転ができたが、調子の悪いポートがありそう

• 9: slow control のファイバーラッチがうまくいかない。 
　理研へ送ることになっていたが、先に TLK チップを交換する


• NE1 → #18: (East barrel, North side), 7 ラダー同時運転ができなかったので、バレルから取り外した


• 2023/01/13: #18 の交換が終わったが、表面の電源コネクタ周りにかなりの熱が加わった形跡があった

J1A はコネクタが溶けて
ケーブルが刺さらない



ROC の slow control 用 TLK チップ交換
#18 の動作確認 

• cold start （ファイバーラッチの確認）

- 修理したおかげで slow control はラッチするようになった

- column B がだめになった


• キャリブレーション測定

- A2, A3, C2, C3, D2 でテストした

- A3 以外は良好

- A3 は chip14-26 でデータが取れない


• ROC 表面のレギュレーターを手当り次第（U1, U3, U6, U8, U9, U10, U17, U20, U70, U138, 
U156, U160, U161, U603）のチェック


- 壊れているものはなさそう・・・？ 
（どれが何 V 出力すべきかは確認していない、とりあえず 3 V か 2.5 V を出力していた）


• 2023/01/17

- Joe に ROC #18 を戻した


‣ 溶けたコネクタを削るか、付け替える

- 次のチップ交換に糠塚が 
（タイミングが合えば下村も）立ち会う

※ SC #1 は 
　使用していない
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ROC ポートの動作状況は確認中……



ラダーテスト, μ 同軸ケーブルの在庫
• μ 同軸ケーブル在庫


• 15 cm A, C 用：13 本 + 1 (状態悪い？)

• 15 cm B, D 用：23 本

• 25 cm A, C 用 ハーネス類：30 ハーネス →10 本

• 25 cm A, C 用 ：3 本

• 25 cm B, D用ハーネス類：24 ハーネス → 8 本 + 1 ハーネス(線が折れ曲がってた)

• 25 cm B, D用：2 本

合計 41 本


• μ 同軸ケーブル必要数

• ラダー 28 本 (East-North 4 ROCs) ぶん

• ROC あたり 25 cm ケーブルを 1.5 本ほど使用する（ROC あたり最内レイヤーのラダーは 1 or 2 本） 
→ 25 cm μ 同軸 6 本あれば OK

• ROC ポートの取り回しの影響で必要数が多少増える可能性あり


μ 同軸ケーブルは十分ある



ラダーテスト: ROC ポートとラダーの組み合わせ



ラダーテスト: 予定
• 使用できる ROC が手に入り次第、テストを行う

どこ？→

ver 2023 Jan 16



興味深いこと：バイアスなしでのオペレーション１
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興味深いこと：バイアスなしでのオペレーション１
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2021/7@理研
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バイアスなし時のデータが FEM と Felix で異なる？
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興味深いこと：バイアスなしでのオペレーション１
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キャリブレーション→デコード→プロット作成にかかる時間

• バイアスなしラダーを含まないとき：~6 min

• バイアスなしラダーを含むとき：~20 min


→ テスト時はバイアスなしラダーを後回しにすべき

　IR で稼働時もバイアスなしラダーはマスクすべき

チップ 1 の 
ヒット数：54k

チップ 1 の 
ヒット数：10M



興味深いこと：バイアスなしでのオペレーション２
バイアスなしラダーからもデータを読み出すと、他のラダーの結果に影響が出るかもしれない
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興味深いこと：バイアスなしでのオペレーション２
バイアスなしラダーからもデータを読み出すと、他のラダーの結果に影響が出るかもしれない
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直前のランから変更なし

6 ラダー運転

Felix ch6 (ROC port D2, B1L009S) chip14-26 
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直前のランから変更なし
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読み出しせず



BNL での活動
✓ラダーテスト（糠塚、下村）

• Felix による 2 ROCs オペレーション（下村）

✓ROC の slow control 用 TLK チップの交換（糠塚）

• ROC FPGA の書き換え（蜂谷）

• Felix システムによるキャリブレーション測定の安定性評価（糠塚）

✓ExpertGUI のテスト（今井、糠塚）：今井くんの手伝いをしました

✓IR の電源ラックの動作テスト（下村、糠塚）：テスト用 PC の準備中


